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令和５年度 第３回 中央区区政会議委員から寄せられたご意見・ご質問及び区の回答等 【まち魅力・にぎわいグループ】 

 

小グループでの主な意見交換内容 区の考え方、対応方針、コメント等 

 区のホームページやにぎわい発見サイト「大阪中心」をなんとなく

閲覧する人は少なく、ほとんどの人はキーワード検索でヒットして

閲覧している。大手の検索サイトでヒットしやすい仕組みを検討し

てはどうか。また、「海外サーバーから閲覧されているのか」、「どの

ようなページがよく見られているのか」等の分析や閲覧者へのアン

ケートを行うことで、より良いサイトにすることが出来るのではな

いか。 

 イベント、福祉、子育てなど情報量が多すぎると何を伝えたいのか

が分からなくなる。区として特定の内容に絞ることは難しいかもし

れないが、例えばにぎわい発見サイト「大阪中心」に関してはイベ

ントに特化する等の整理をしても良いのではないか。 

 デジタルによる情報発信はとても有効でこれからも積極的に活用す

るべきである。一方、高齢者のニーズが高い紙媒体も必要であるが、

高齢者にも取り入れてもらいやすいＳＮＳの活用方法など、広報紙

の紙面を割いてでも丁寧に周知すれば利用してもらえるのではない

か。 

 ホームページは「情報収集のため」に利用されることから、「どうい

ったキーワードで検索されているか」や「多く閲覧されているペー

ジはどれか」など利用状況の調査分析は大変重要であると考えてい

ます。また、繰り返しホームページを訪れていただくためには、コ

ンテンツが分かりやすく整理され、欲しい情報へのアクセスが容易

である必要があります。 

 いただいたご意見を参考に、分析手法の工夫やコンテンツの充実に

取り組んでまいります。 

 大阪市では、大阪市ＤＸ戦略の取組のひとつとして、ＬＩＮＥのセ

グメント配信を行っています。ＬＩＮＥのお友達登録と受信設定を

することで、一人ひとりに応じた必要な情報を受け取っていただく

ことが出来ます。LINE は比較的高齢者も利用していることから、操

作方法等を広報紙に掲載するなど、しっかりと周知してまいります。 

参考資料 ２ 
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令和５年度 第３回 中央区区政会議委員から寄せられたご意見・ご質問及び区の回答等 【防災・防犯・コミュニティグループ】 

 

小グループでの主な意見交換内容 区の考え方、対応方針、コメント等 

 人との繋がりを持ちたくないという理由でマンションに住んでいる

人もいる。マンション内でさえコミュニティづくりが難しいなか、

地域とつながるのはなかなかハードルが高い。 

ただし、災害時には地域との繋がりが必要であるということはみん

な分かっているから、そこをきっかけとしてコミュニティづくりを

行うのは有効だと思う。 

 防犯という視点でもコミュニティは大切だということを知ってもら

わないといけない。防犯カメラは町会で設置しているものも多くあ

り、それは地域の安全のためである。町会のこうした取組について

しっかりと周知をして欲しい。 

 防災・防犯という視点も重要だが、盆踊りや餅つき大会など楽しい

イベントをきっかけに地域に興味を持ってもらうことで町会加入の

促進につながるのではないか。 

子どもが参加してくれることで親世代も参画してくれれば良い流れ

でコミュニティが形成されると思う。 

 この間、「マンション防災」を切り口としてマンション居住者層にア

プローチしてまいりました。 

１月には取組に賛同していただいたタワーマンションと座談会を開

催し、広報紙で周知したことで、他のマンションからも問合せをい

ただいております。 

これからも継続して着実にマンションと繋がりをつくり、地域とも

繋がっていける仕組みを構築してまいります。 

 町会の必要性を子どもたちに知ってもらうため、令和６年度より小

学校の授業で取り上げます。 

授業で学んだことを保護者と共有してもらうことで、町会の理解促

進に繋げるとともに、「みんなの地域はみんなでつくる」という機運

醸成を図ってまいります。 

 地域住民が参加しやすく、楽しい催しが開催出来るよう、引き続き、

地域活動協議会を支援するとともに、マンション居住者層の地域活

動への関心の向上、参画促進に向けて取り組んでまいります。 
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令和５年度 第３回 中央区区政会議委員から寄せられたご意見・ご質問及び区の回答等 【福祉グループ】 

 

小グループでの主な意見交換内容 区の考え方、対応方針、コメント等 

 区役所をはじめ行政機関は様々な情報を発信しているものの、特に

高齢者へはまだまだ必要な情報が届いていない。 

くらしの便利帳の存在も知らなかった。 

必要な情報が掲載されていてとても便利。 

百歳体操のときに配布しても良いのではないか。 

 自分が必要とする情報が何かを見出すことが難しい高齢者も多い。

そういう人はやっぱり口コミが有効かなと思う。 

なかにはパソコンに長けた人もいるし、様々な方法で情報発信をし

ていく必要がある。 

 中央区の広報紙は、他区の広報紙と比べてもとても見やすい。高齢

者は紙から情報を得るので、ページ数を増やしても読むと思う。 

予算の関係もあるので、例えば要約した情報を掲載するだけでも良

いと思う。 

もっと知りたい人は誰かに聞いたり、問い合わせると思う。 

 高齢になっても誰もが住み慣れた地域で暮らせるよう必要な支援の

情報がどなたにもしっかりと届くことが大変重要だと考えておりま

す。 

 いただいたご意見を参考に、高齢者が多く集まる場で必要な情報が

得られたり、また高齢者の方が親しみやすいデジタルツールを活用

するなど、様々な工夫を重ねながら情報発信に取り組んでまいりま

す。 

 区の広報紙「広報ちゅうおう」は事業所を含め、全戸に配布してい

る重要な広報手段であることから、この間、より良い広報紙になる

よう改善を重ねてまいりました。 

いただいたご意見を参考に限りある紙面を最大限に活用し、より読

みやすく、分かりやすい広報紙となるよう取り組んでまいります。 
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令和５年度 第３回 中央区区政会議委員から寄せられたご意見・ご質問及び区の回答等  【教育・子育てグループ】 

 

小グループでの主な意見交換内容 区の考え方、対応方針、コメント等 

 令和６年度より母子保健と児童福祉がより一層連携されるというの

はとても良い取組。 

こども家庭センターの周知をしていく必要がある。 

また、見守り（訪問）の際には監視と勘違いされ、警戒されてしま

わないような工夫が必要である。 

 行政でも子育て世帯が相談できたり集える場を提供しているが、そ

もそもそこに来れない方たちをどうキャッチしていくかが課題。 

いきなり対面で話すことに抵抗がある人でも、例えばＬＩＮＥを活

用したＷＥＢ上で集まれる場があれば、自宅で情報交換が可能とな

り、参加しやすいのではないか。役所がここでやってます、ここに

来てくださいっていうよりは、何か買い物ついでに集えるような、

のぞけるような子育て支援のイベントがあったら良いということ

で、もっと区民市民が自らの手でそういう場を作っていかないとい

けないと思う。 

 不登校児童生徒に対して登校時の声かけを、サポーターがしてくれ

ているのはありがたい。一方で、子どもへの声かけは子どもたちが

する方が効果があるようにと感じる。例えば、幼なじみの絆はとて

も強い。そのためには、プレママ・プレパパのときから知り合い、

繋がることができる場があればいいと思う。 

 これまでも、母子保健と児童福祉部門では常に連携し、相談支援を

行っていましたが、令和６年度からは両部門をコーディネートする

職員を新たに配置し、より一層体制を強化してまいります。 

また、広報紙やホームページ等でも情報発信に取り組んでまいりま

す。 

 子育て相談会「パンジーひろば」を区役所以外に、より参加してい

ただきやすいようキューズモールＢＡＳＥ等でも出張開催していま

す。 

今後はマンション居住者の方がより参加していただきやすいよう、

地域における取り組みとも連携しながら、身近な地域の子育てサー

クルや子育て相談できる場等についてＳＮＳ等の情報発信ツールも

活用し、相談支援に取り組んでまいります。 

 不登校児童生徒のサポーターによる改善は 80％と非常に高い効果

が出ており、令和６年度には事業を拡充し、取組を進めてまいりま

す。 

また、「パンジーひろば」はこれまで未就園児をもつ保護者を対象と

していましたが、令和６年度よりプレママ・プレパパも参加できる

ように対象を拡充することとしており、妊娠期や出産後の不安の軽

減や出産後の交流につなげてまいります。 


